
令和 5年度 幼保連携型認定こども園若杉幼稚園・分園 事業報告 

 

１．事業についての報告 

 ◎コロナ感染症が第 5 類に移行されたことで、園生活の仕方や園行事についての更なる

見直しを行った。また、保護者の行事への参加も一部コロナ前に戻して実施した。 

  ・職員、園児の日常的なマスクの着用の廃止 

・おやつや給食時のパーテーションの廃止 

  ・降園後の玩具や保育室の消毒の廃止 

・健康管理表の配布廃止 ・園外保育の昼食持参での実施再開 

 ◎２歳児（無認可）の受け入れを５月より開始し、２歳児（３号認定）・満３歳児と合同

で生活する。発達段階に応じた緩やかな棲み分けをすることで、個々に応じた対応がで

きた。 

 ◎園児募集にあたり、「園内見学」と「説明会」を平日に実施することで、園生活を実感

していただくことができた。 

 ◎「てのりの」やインスタグラムによる動画配信は、内容を精査しながら定期的に配信 

     

 

 

 ◎長期休業時に学生ボランティアを募集し受け入れた。 

   冬休み 2 名   春休み 2 名 

 

２．年齢別・月別園児数 

 

 

 

 

 

 

 

３．職員配置状況  令和 6年 3月 1日現在 

 

 

 

 

 

「てのりの」 配信回数 108 回 54 行事 延べ時間 15時間 48 分 再生回数 14364 回 

インスタグラム 週 1回配信を目指して取り組む  フォロワー数 380 程度 

事務・用務 保育補助 給食 掃除

正規職員 22 3 25

非正規職員 15 3 5 7 2 32

幼稚園
就業人数 37 6 5 7 2 57 57

教員

職員

小計 計

1号 2･3号 1号 2･3号 1号 2･3号 1号 2･3号 1号 2･3号 1号 2･3号 1号 2･3号 1号 2･3号 1号 2･3号 1号 2･3号 1号 2･3号 1号 2･3号

0歳児 1 1 2 4 5 6 6 7 7 7 8 9

1歳児 12 12 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14

2歳児 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

満3歳児 2 3 7 8 10 12 14 17 18 19 19

3歳児 37 13 37 13 37 13 37 13 36 14 36 14 35 15 35 15 35 15 35 15 35 15 35 15

4歳児 49 15 49 15 49 15 49 15 49 15 49 15 48 16 48 16 48 16 47 16 47 16 47 16

5歳児 43 14 43 14 42 15 42 15 42 15 43 14 43 14 43 14 43 14 43 14 43 14 43 14

合計 129 68 131 68 131 72 135 74 135 76 138 76 138 78 140 79 143 79 143 79 144 80 144 81

全園児計 216 219 222 222 224 225197 199 203 209 211 214

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月



４．組織体制等 

 ◎専任の教頭・主幹教諭を配置し、それぞれ担当クラスを持たず、保育教諭の指導・援助

等を行い、教育保育が円滑にできるように助力した。 

 ◎未就園児対象の教室・イベントは、専属チームを結成して企画運営にあたる。 

 

５．勤務体制、時間等 

 ◎預かり保育専任となった正規職員の勤務時間を 9：00～とする。 

 ◎職員各人が勤務終了時刻を記載することで、過剰勤務にならないように配慮した。 

 ◎計画的な有給休暇取得のため、年度初めに 1 年間の予定を各自がアプリに記入できる

ように環境設定をする。希望している日程での取得が可能となった。 

 

６．教育保育内容について 

 ◎コロナ発症以来見直しを進めてきた教育保育内容について、さらなる見直しと精選を

行ってきた。 

◎自由遊びの時間帯は、年代・発達に応じたおもちゃを提供し、一人一人が好きな遊びを

じっくり取り組めるような環境を構成することに努めてきた。 

◎保育理念や教育目標を達成するためのねらいを共有し、より職員間の報告・連絡・相談

を確実にしてきた。⇒ 学期ごとの担当者全員による振り返り・担任と補助教諭の定期

的な打ち合わせの確保 

◎園周辺の自然環境を活かした教育保育活動の推進に努めてきた。キツネ山・小野山への

散歩・クローバー畑の設置と整備・裏庭の環境整備・土手の草滑り 等 

◎２歳児と満３歳児の合同保育を５月より実施し、２歳児というくくりの中での職員配

置を含めた環境の構成・カリキュラムについて検討・実践をしてきた。 

◎引き続き乳児クラスの週２回ノーノートデイの協力をお願いする。その結果、園児の成

長発達についての話し合いができ、担当職員全員で対応について把握・共有できた。 

◎昨年度同様、長期休業時の預かり保育に縦割り保育を導入した。 

 ◎「密」になることを気にせず園庭で遊ぶようになったことで、異年齢児とのかかわりが

日常的にできるようになった。 

 

７．保護者支援について 

 ・コロナ禍において中断していた「プール参観」「給食試食会」を全学年で実施 

 ・「泥遊び」「雪遊び」の見学を解禁 

 ・運動会は「年長・年中の合同実施」「年少のみ実施」の２日間で実施 

 ・３学期の「自由参観会」と「個人面談」の同日実施 

 ・満３歳児園児の「保育参加」を実施 

 ・乳児組の「親子ふれあい遊び」の会を年度初めに実施 



 ・同窓会は園児保護者が一堂に会して実施 

 

８．地域交流 

 ・秋から再開された、地域のシニアとの交流会（ふれあいサロン）に年長児が参加 

 ・長田南中学校の職場体験の受け容れ 

 ・８月の「宿場まつり」に参加 

 ・長田地区の小学校の授業参観会やその後の情報交換会への参加 

・園の公開保育の実施などによる幼保小の連携継続 

・毎週水曜日を未就園対応の日と定めて実施することで園児が園に訪問する機会が増え

た。「園庭開放（毎週）」「親子教室（月２回）」「あそびの広場・おしゃべりサロン（月

１回）」「プレ幼稚園（全１０回」 
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10．年間実施内容 

   別紙「年間計画」のとおり 

 

 

 

 

実施日 参加人数 実施日 参加人数 実施日 参加人数 実施日 参加人数 実施日 参加人数 実施日 参加人数 実施日 参加人数 実施日 参加人数 実施日 参加人数 実施日 参加人数 実施日 参加人数 実施日 参加人数

あそびの広場 26 14 31 19 28 23 19 16 20 20 18 26 22 19 13 37 17 28 14 28 13 37

親子教室 24 11 21 12 12 9 13 10 25 11 8 15 20 12 31 13 21 14 6 11

園庭開放 10 17 21 14 5 9 13 7 25 5 1 5 20 1 10 10 7 6

17 15 12 4 27 4 8 5 31 6 28 13

26 4 15 4

29 11

プレ幼稚園 19 10 7 5 30 6

17 14 26 27

わかすぎっこ 1 10 7 27

15 24 28

29

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

YY研修 全職員 4月17日 10月25日

初任研 近藤愛 4月22日 5月13日 6月13日 8月3日 8月9日

テーマ研 藤澤 5月24日 6月28日 10月11日 11月22日 1月17日 1月24日

講演 希望者 6月20日 9月20日 2月14日

教育研究大会 希望者 7月24日

教育研究講座 希望者 7月25日

乳幼児教育研修会 希望者 7月31日

ミドルリーダー研修 希望者 7月31日 8月1日 8月2日

主任教員研修 希望者 8月7日

幼保小架け橋研修会 希望者 8月29日

研究発表会 希望者 2月21日

長田地区小学校情報交換会 年長担任 5月30日 6月24日 7月12日 12月19日

令和5年度　研修実施報告



11．アクシデント・苦情報告 

項目 件数 

ヒヤリハット 24 

受診 怪我・事故 15 

苦情・要望 0 

 

12．職員人事 

    4 月に正規職員 1名採用 

    5 月に教育補助員 1名採用 

    3 月に正規職員 3名・保育補助パート職員 1名退職 

 

13．施設設備・備品・遊具等の充実内容 

 ・令和５年度卒園生より「体操マット５セット」現物寄付 

 ・静岡県の補助金を活用して「iPad18 台」「携帯電話４台」購入 

 ・防災用テント 1基購入 

 ・職員室事務用キャビネット設置 

 

14．建物等修理・修繕実施内容 

 ・中園舎３保育室及び廊下の修繕 

 ・給食室のエアコン・ガラリの取り換え 

 ・園バス５台に、バス置き去り防止装置の装備 

 ・乳児棟窓修繕 

 

15．資金収支 

    「令和 5年度決算書」参照 

 

16．その他 

 ・静岡市幼保支援課による監査はコロナ禍において書面監査であったが、令和 5 年度は

対面での監査を受ける。 

 ・教育実習受入れ 11/13～17 常葉短大生 1名 

 ・静岡市内のNPO法人の募集事業に応募し当選した（ヤマメのつかみ取り） 

 


